
平成21年度京都府立特別支援学校幼稚部 ・高等部等

入学希望者募集要項

平 成 20年 9月 1日

京 都 府 教 育 委 員 会

京 都 府 立 特 別 支 援 学 校

平成21年度京都府立特別支援学校幼稚部及び高等部等入学希望者 (以下 「志願者」とい

う。)の 募集を次のとお り行います。

1 募 集する学校の部科等及び募集定員

別表 1の とお りとする。

2 通 学区域等

就学すべき特別支援学校は就学希望者の保護者 (親権を行う者又は未成年後見人若し

くは成年後見人をいう。以下同じ。)の 住所の存する通学区域等の特別支援学校とし、

通学区域等は別表 2の とお りとする。

3 志 願者の資格

学校教育法施行令 (昭和28年政令第340号)第 22条の 3の 表に規定する程度の障害の

ある者で、かつ保護者の住所が府の区域内にあり (4に より京都府教育委員会の許可を

受けた者を含む。)、次の各号の部科 ごとのすべての要件に該当するものとする。

(1)幼 稚部

平成15年4月 2日 から平成18年4月 1日 までの間に生まれた幼児で通学可能な者

(2)高 等部 (城陽養護学校を除く。)

中学部若しくは中学校を平成21年3月 に卒業予定の者又は平成20年3月 以前に卒業

した者
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(3)高 等部 (城陽養護学校)

ア 普 通科 (基礎教育系)

中学部若 しくは中学校を平成21年3月 に卒業予定の者又は平成20年3月 以前に卒

業した者で、独立行政法人国立病院機構南京都病院に入院加療する重症心身障害の

もの

イ 普 通科 (職業教育系)                   i

(ア)中 学校を平成21年3月 に卒業予定の者で、知的障害の程度が軽度のもの

(イ)公 共交通機関を利用して、自力で通学可能な者

(ウ)保 護者の住所が山城教育局の所管区域内にある者

惚)高 等部専攻科 ・高等部専攻科研究部

盲学校長が別に定める要件に該当する者

4 保 護者の住所が別表 2の 通学区域外にある者

(1)志 願できる者

保護者 (志願者が成年の場合にあっては本人、以下 4に おいて同じ。)の 住所が別

表 2の 通学区域外にあって特別の事情がある志願者で京都府教育委員会教育長の許可

を受けた者

(2)手 続方法

ア 京 都府立学校入学志願許可申請書 (第2号 様式)を 保護者の住所の存する都道府

県教育委員会 (京都府内においては住所の存する市町村教育委員会)を 経由して京

都府教育委員会教育長へ提出するものとする。

イ 住 所の存する都道府県教育委員会 (京都府内においては住所の存する市町村教育

委員会)は 、入学志願依頼 (第1号 様式)に 京都府立学校入学志願許可中請書 (第

2号 様式)を 添えて、京都府教育庁指導部特別支援教育課へ提出するものとする。

ウ 京 都府教育委員会教育長は、志願を許可した場合、保護者あて許可書を交付する。

(3)書 類の提出期限

ア 盲 学校及び聾学校

平成21年1月 23日 (金)

イ 特 別支援学校 (盲学校及び聾学校を除く。)

平成20年12月5日 (金)
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5 出 願の手続

(1)提 出書類

ア 幼 稚部入学希望者

(乃 入学願書 (幼稚部)

竹)京 都府立特別支援学校幼稚部入学希望者調査書

(ウ)そ の他志願先の校長が指定する書類             !

任)返 信用封筒

封筒に保護者の住所 。氏名を記入し、所要の郵便切手をはり、願書に添えて提

出すること。

研)保 護者の住所が別表 2の 通学区域外にある者は、転居先住所又は生活の本拠を

確認できる書類 (家屋に係る売買契約書等)を 提出すること。

また入学確定後、志願先校を通じて住民票記載事項証明書を京都府教育庁指導

部特別支援教育課へ提出すること。

イ 高 等部入学希望者

仔)入 学願書 (高等部)

仔)京 都府立特別支援学校高等部入学希望者調査書

(ウ)報 告書

京都府立特別支援学校の高等部入学希望者は全員提出すること。

任)そ の他志願先の校長が指定する書類

(舟 返信用封筒

封筒に保護者の住所 ・氏名を記入 し、所要の郵便切手をはり、願書に添えて提

出すること。

(力)聾 学校の志願者は 〔イ)の調査書のほかに聾学校長が別に定める書類 (調査書)

を提出すること。

(問い合わせ先―京都府立聾学校 T E L075-461-8121)

件)保 護者の住所が別表 2の 通学区域外にある者は、転居先住所又は生活の本拠を

確認できる書類 (家屋に係る売買契約書等)を 提出すること。

また入学確定後、志願先校を通じて住民票記載事項証明書を京都府教育庁指導

部特別支援教育課へ提出すること。

ウ 高 等部専攻科 ・高等部専攻科研究部入学希望者

盲学校長が別に定める書類 (眼科診断書等)を 提出すること。

(問い合わせ先一京都府立盲学校 T E L075-462-5083)
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(2)書 類の提出期限

ア 幼 稚部 ・高等部 (盲学校及び聾学校)

平成21年 1月 30日 (金)

イ 高 等部 (盲学校及び聾学校を除く。)

平成20年 12月11日 (木)

ウ 高 等部専攻科 ・高等部専攻科研究部              と

盲学校長が別に定めるので盲学校に直接問い合わせること。

(3)提 出先

住所の存する市町村教育委員会とする。ただし、次の場合は志願先の特別支援学校

へ直接提出すること。

ア 特 別支援学校 (京都府立以外のものを含む。)中 学部に在籍する者が高等部

に入学を希望する場合

イ 高 等部専攻科 。高等部専攻科研究部に入学を希望する場合

ウ 府 外に住所がある者が入学を希望する場合

6 入 学者の選考

検査、面接、調査書等により選考する。検査並びに面接の日時、場所及び方法につい

ては、志願先の校長か ら保護者に別途通知する。

7 選 考結果の通知

志願先の校長から保護者に通知する。

8 そ の他

(1)入 学料、入学考査料及び授業料は、徴収 しない。

(2)就 学奨励費の制度があり、保護者等の所得に応 じて学用品費等が支給される。

(3)寄 宿舎及びスクールバスは、次の学校に置く。

ア 寄 宿舎を置 く学校

盲学校、盲学校舞鶴分校、聾学校、聾学校舞鶴分校、向日が丘養護学校、丹波養

護学校及び与謝の海養護学校

イ ス クールバスを置く学校

盲学校、聾学校、桃山養護学校、向日が丘養護学校、南山城養護学校、丹波養護

学校、中丹養護学校、舞鶴養護学校及び与謝の海養護学校

(4)特 別支援学校長は、特別な事情がある場合には、京都府教育委員会教育長の承認を

得て第二次選考を行 うことができるものとする。この場合の出願の手続については別

途定める。
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別表 1

平成21年度京都府立特別支援学校幼稚部 ・高等部等

第 1学 年生徒等募集定員

学 校 名 部 及 び 科 学  科 募集定員 摘 要

亡
目 学 校 幼  稚   部 若干名 視 覚 障 害 教 育

高  等   部 普 通  科 10 名

保健理療科 8 名

音 楽  科 8 名

高 等 部 専 攻 科 普 通  科 10 名

保健理療科 10 名

理 療  科 10 名

音 楽  科 10 名

高等部専攻科研究部 理 療  科 10 名

盲 学 校 舞 鶴 分 校 幼  稚   部 若千名 視 覚 障 害 教 育

聾 学 校 幼  稚   部 若子名 聴 覚 障 害 教 育

等
立
口 普 通  科 10 名

産業工芸科 8 名

デザイン科 8 名

色 染  科 8 名

初支  月皮  呑半 8 名

聾 学 校 舞 鶴 分 校 幼  稚   部 若千名 聴 覚 障 害 教 育

桃 山 養 護 学 校 古
同 等

立
日 普 通  科 30  4当 知 的 障 害 教 育

向 日が 丘 養 護 学 校 古
同 等

工
立
ロ 普 通  科 20   4彗 去日

　
去円

教

教

害

由自

障

不

的

体

知

肢工 芸  科 10 名

城 陽 養 護 学 校 吉
同 等

立
日 普 通  科

基礎教育系

10 名 知的障害 ・肢体不自由教育

(重度重複障害生徒対象)

普 通  科

職業教育系

16 名 知 的 障 害 教 育

(軽度知的障害生徒対象)

南 山 城 養 護 学 校 高  等   部 普 通  科 30  45 去再
育

教

教

害

由自

障

不

的

体

知

肢

丹 波 養 護 学 校 高  等   部 普 通  科 30  名 去円
育

教

教

害

由白

障

不

的

体

知

肢

中 丹 養 護 学 校 古
同 等

立
ロ 普 通  科 20  4彗 去日

　
去日

教

教

害

由自

障

不

的

体

知

肢

舞 鶴 養 護 学 校 高  等   部 普 通  科 30  4彗 育

育

教

教

害

由自

障

不

的

体

知

肢

与謝 の海養 護 学校 高  等   部 普 通  科 20   至亀 去日
育

教

教

害

由自

障

不

的

体

知

肢
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男J:表2

学 校 名 等 通 学 区 域 又 は 対 象 者

亡
目 学 校 幼 稚  部 乙訓、山城及び南丹教育局管内

京都市

高 等 部 等 京都府の全域

盲 学 校 舞 鶴 分 校 幼 稚  部 中丹及び丹後教育局管内

聾 学 校 幼 稚  部 乙訓、山城及び南丹教育局管内

京都市

高 等  部 京都府の全域

聾 学 校 舞 鶴 分 校 幼 稚  部 中丹及び丹後教育局管内

桃 山 養 護 学 校 高 等  部 宇治市 (平盛、西大久保小学校区を除く。)

八幡市

桃山学園

ただし、肢体不自由児を除く。

向 日が 丘養 護学校 高 等  部 乙訓教育局管内

宇治市

八幡市

ただし、宇治市と八幡市は肢体不自由児に限る。

城 陽 養 護 学 校 高 等  部

普 通  科

基礎教育系

独立行政法人国立病院機構南京都病院重症心身

障害施設入所者

高 等  部

普 通  科

職業教育系

山城教育局管内

南 山 城 養 護 学 校 高 等  部 城陽市

京田辺市

木津川市

久世郡、綴喜郡及び相楽郡

宇治市の平盛、西大久保小学校区 (肢体不自由

児を除く。)

丹 波 養 護 学 校 高 等  部 南丹教育局管内

中 丹 養 護 学 校 高 等  部 中丹教育局管内 (舞鶴市 を除 く。)

舞 鶴 養 護 学 校 高 等  部 舞鶴市

与謝 の海 養 護学 校 高 等  部 丹後教育局管内

｛一一一十一十一一”

｛一一十一一十一一中

。一一口白白ロロ”
慨

配
韓-6-



第 1号 様式

京都府教育委員会教育長 様

京都府立

番

平成 年

教育委員会教育長名

学校入学志願について (依頼)

・市町村)在 住の下記生徒が、京都府立

科への入学を希望 していますので、

口巧

日月

この度、本 (都道府県

音「

願いします。

学校

出願が許可されるようお

己一言
ロ

志

願

者

氏 名

現 住 所

入学後の住所 (予定)

在学 (出身)学 校名

保

護

者

氏 名

現 住 所

入学後の住所 (予定)

京 都 府 出 願 の 理 由



第 2号 様式

京都府立 学校入学志願許可申請書

在学 (出身)学 校名

志 願  者  氏  名

保 護 者 氏 名

下記のとお り、京都府立      学 校     部       科 に出願 したいの

で、事情審査の上、許可されますよう申請します。

平成  年   月   日

京都府教育委員会教育長 様

※  「 保護者氏名」欄について、保護者自署の場合は押印不要です。

その他の場合については、保護者印を押印 してください。

③

記

志

願

者

現 住 所

入学後の住所 (予定)

保

護

者

現 住 所

入学後の住所 (予定)

緊急連絡先 (電話番号)

京 都 府 出 願 の 理 由



在学 (出身)学 校長の証明

申し出の事情に相違なく、やむを得ないものと考えられますので、次のとおり副申しま

す。

平成  年   月   日

学校名

校長名

校 長 所 見


